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5月31日（火）　午後7時～（2時間程度）

植木文化センター

本市のまちづくりについて（市長から）

参加者との意見交換　※手話通訳・要約筆記も行います。

植木、桜井、山東、田底、田原、菱形、山本、吉松の各校区およ

び大和地区にお住まいの方

200人（先着順）

5月2日から、郵便番号、住所、氏名、電話番号、校区名を電話

かファクスまたはインターネット（higomaru-call.jp）でひごま

るコール、または電話で植木まちづくり交流室（☎096-272-

1112）へ

　市政へのご提案やご意見をお聴きし、
市政へ反映していくため、市長が地域に
出かけ意見交換を行う「おでかけトーク」
の参加者を募集します。

おでかけトーク in 植木おでかけトーク in 植木

市長と直接、
意見交換を

してみませんか！

参加者募集参加者募集

　香港へ出張の際に、今回の震災について現地の方の意見を伺い
ました。ある方は、「日本産の食品は放射能で汚染されているかも
しれないので、今後は日本食品の購入を控える」とのこと。しかし、

別の方は、「日本は汚染したものを送るような国ではないので、特に心配はして
いないよ」との励ましの言葉をいただきました。本当に涙がでそうでした。
　がんばろう！東北。がんばろう！日本。　　　　　　　　　　　　　　　（S）

再生紙を使用しています

ひごまるコール☎

ホームページ

FAX 096-370-2002
電子メールアドレス 1500＠higomaru-call.jp

熊本市コールセンター

096-334-1500
さあ みんな知ってる  ひ   ご    ま    る

午前8時～午後9時（年中無休）

検　索ひごまるコール

市役所での手続き、施設案内、イベント情報などの問い合わせに
お答えします！

配布に関するお問い合わせ
市政だより配布センター　0120-887-778

富合町・城南町にお住まいの方は各総合支所へ。

　加藤清正は、永禄5年（1562）6月24日、加藤清忠の二男とし

て尾張国愛知郡中村（現在の愛知県名古屋市中村区）に生ま

れたと言われています。幼名は夜叉若、元服後は虎之介清正。

母の名前は伊都。「美濃国諸家系譜」の「加藤清正系図」を見る

と、牛之助という兄がいたようですが、ほとんど知られてい

ないため早くに亡くなったのでしょう。

　また「清正記」※に収められている「清正系図」によれば、も

ともと加藤氏は藤原鎌足を初代とする藤原氏の流れを汲む

家柄で、鎌足から数えて42代目にあたる正家の時に京都か

ら美濃国（現在の岐阜県）加藤庄に移り住んだことにより、加

藤姓を名乗り始めたと言われています。そして、正家から数

えて10代目にあたる頼方が尾張国愛知郡中村に移り、この

頼方の孫が清正の祖父にあたる清信です。祖父清信や父清忠

の生没年や経歴については、はっきりとしたことは分かって

いません。一説には、祖父清信は斎藤道三に、父清忠は織田信

長に仕えたとも言われていますが、仮に事実だったとしても

どのような身分だったかは定かではありません。その後、父

清忠は足を悪くしたため武士を辞めて清兵衛という鍛冶の

もとで修行し、そこで出会った清兵衛の娘伊都と夫婦になっ

たと言われています。

　しかし、これらの伝記や系図は、後世に作成されているた

め年代など所々つじつまが合わない箇所があり、記載されて

いる内容の真偽については疑問が残ります。特に、初代藤原

鎌足から42代目正家あたりまでの系図は、加藤氏の由緒を

粉飾するために創作されたと考えて間違いはないでしょう。

つまり、加藤氏の素性や由緒、清正の幼少期に関しては、信頼

できる確かな史料が残されていないため、不明な点が多いと

言わざるを得ません。

　このように多くの謎に包まれた清正の幼少期ですが、当時

織田信長の家臣となっていた同郷の羽柴藤吉郎秀吉（後の豊

臣秀吉）に幼くして仕え始めたことは確かなようです。一般

的には、清正の母伊都と秀吉の母なかが従姉妹の間柄であっ

た縁で秀吉に仕えたと言われていますが、これを裏付ける当

時の史料はなく、鵜呑みにはできません。また一説では、伊都

と秀吉の妻ねねが縁戚関係だったとも言われていますが、こ

れも決め手を欠きます。

　幼くして父を亡くした清正は、母に連れられて当時近江国

長浜（現在の滋賀県長浜市）にいた秀吉のもとを訪れたと言

われています。これについて「加藤家伝」という伝記には「虎

之助九歳。母ニ従テ江州長浜ニ到リ」と記されています。清正

9歳は元亀元年（1570）にあたります。この頃秀吉は、長浜（当

時は今浜）から少し離れた横山城や小谷城に在城しているた

め、9歳の清正が身を寄せたのは小谷城だったかもしれませ

ん。また、秀吉が今浜に本拠を移し、長浜と改めたのは3年後

の天正元年（1573）頃ですので、長浜時代の秀吉に仕え始め

たとするならば、清正が12歳以降の頃だったと考えられます。

　いずれにしても、清正が10代の少年期を秀吉のもとで過

ごしたことは間違いなく、これによって秀吉配下の武将とし

て立身出世の道がスタートします。

加
藤
清
正
の
実
像

K
a

to
 K

iy
o

m
a

sa

▲清正生誕地
　（名古屋市中村区妙行寺）

※「清正記」…古橋又玄がまとめた清正の一代記。清正の死後、約50年

経った1600年代の中頃に書かれた。

〈1〉誕生

午前8時～午後8時（土曜・日曜日、祝日は除く）

わくわく親善大使については、わくわく都市くまもとホームページ
　　　　　　　　　　　　で紹介しています。検　索わくわく都市くまもと

　本市には、熊本市を応援してくれる著名
人の方「わくわく親善大使」が16人と1団体
います。
　今回は、馬原 孝浩さんを紹介します。

　馬原さんは、本市出身の福岡ソフトバン

クホークスの投手。小学校時代に、本市選抜

チームのエースとして、姉妹都市であるサ

ンアントニオ市（アメリカ合衆国）の選抜

チームとの試合を経験。熊本市立高校（現：

必由館高校）から九州共立大学に進学後も、

エースとして活躍し、2003年に福岡ダイ

エーホークスに入団しました。2009年には

第2回WBC日本代表に選出。昨年は登板267

試合目で日本人最速で通算150セーブを達

成するなど、現在も活躍中です。これからも

馬原さんをみんなで応援しましょう！

馬原 孝浩さん
たか   ひろま     はら

（広聴課　☎096-328-2075）
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このコーナーは、大浪 和弥さん（元熊本博物館学芸員）が執筆しています。
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平成23年第1回定例市議会から

市職員を募集します　ほか

くらしの情報・お知らせ

受講生募集

催し　来て・見て・参加しよう

加藤清正の実像　ほか

平成23年度
当初予算が決まりました
・ 確認してください！
  あなたの地域の避難場所

345,583（－54） 388,891（－78）734,474（－132） 302,957（＋86）
平成23年3月1日現在
市 の 人 口 総　数 男　性 女　性 世帯数

市政だより
熊本市広報課 〒860-8601熊本市手取本町1番1号 ☎096-328-2111（代表） ファクス096-324-1713　電子メール kouhou@city.kumamoto. lg.jp発 行
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平成23年

表紙を飾る作品（写真・絵・イラストなど）を募集しています。テーマは「熊本市

のイイ！ところ」（人・風景・イベントなど）。氏名・連絡先・作品の説明を書い

て、作品を〒860-8601広報課（☎096-328-2043）へ。

市政だよりの表紙募集 あなたの作品が表紙に！

ゴールデンウィークは動植物園へ出かけよう!
5月1日（日）から5日（祝）まで、動植物園で「春のこどもまつり2011」を開催します。詳しくは、24ページをご覧ください。


